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フ
ィ
リ
ピ
ン
は
ど
ん
な
国
？

本
題
に
は
い
る
前
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
つ
い
て
少
し
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
ご
存
知
の
よ
う
に
、
東
南
ア
ジ
ア
に
あ
る
島
国
で
、
現
在
人
口
は

一
億
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か

で
、
マ
レ
ー
系
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
、
中
国

系
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
、
ス
ペ
イ
ン
系
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
や
少
数
民
族
が
い
ま
す
。
多

民
族
国
家
で
す
の
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国

内
の
言
語
数
は
百
言
語
以
上
に
も
な
っ

て
い
ま
す（
図
1
）。
公
用
語
と
し
て
英

語
も
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
徴
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
は

人
材
輸
出
国
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
一
九
七
○
年
代
か
ら
フ
ィ
リ
ピ

ン
政
府
は
労
働
者
が
世
界
各
国
へ
出
稼

ぎ
に
い
く
こ
と
を
奨
励
し
は
じ
め
ま
し

た
。
現
在
、
外
国
に
出
稼
ぎ
に
で
て
い
る
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
は
一
千
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
二
○
○
○
年
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
ビ
ジ
ネ
ス
・
プ
ロ
セ
ス
・

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
会
社（
B
P
O
）
が
多
く

な
っ
て
、
現
在
約
八
十
万
人
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人

が
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
B
P
O
で
働
い
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
企
業
は
も
と
も
と
ア
メ
リ
カ

や
イ
ギ
リ
ス
の
企
業
を
支
え
る
た
め
の
英
語
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
ス
ペ
イ
ン

語
、
中
国
語
、
タ
イ
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
フ
ラ

ン
ス
語
と
日
本
語
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
も
し
て
い

ま
す
。
以
前
、
日
本
語
の
で
き
る
人
材
を
必

要
と
し
て
い
た
の
は
日
本
企
業
だ
け
で
し
た

が
、
現
在
で
は
コ
カ
コ
ー
ラ
、
I
B
M
、
ネ
ス

レ
ー
、
ド
イ
ツ
銀
行
の
よ
う
な
多
国
籍
企
業
と

そ
の
下
請
け
を
し
て
い
る
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

フランチェスカ・ヴェントゥーラ（Francesca VENTURA）
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フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
漢
字
教
育
の
現
状

―
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
日
本
語
学
習
者
と
教
師
の
漢
字
学
習
ビ
リ
ー
フ
と

　
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
使
用
に
つ
い
て
―

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ・ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ー
ラ

報 告

図1　フィリピンはどんな国？

□多民族・多文化･
多言語国家

□人材輸出国

□コールセンターやビジ
ネス・プロセス・アウト
ソーシング会社（BPO）
が多い
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会
社（
図
2
）
も
日
本
語
能
力
を
必
要
と
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
仕
事
に
就
く

た
め
に
日
本
語
能
力
試
験
の
N
1
、
N
2
合
格
が
条
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
語
能
力
試
験
と
い
う
の
は
、
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
人
を
対
象
に
、
日

本
国
際
教
育
支
援
協
会
と
国
際
交
流
基
金
セ
ン
タ
ー
が
行
う
日
本
語
の
試
験
で

す
。
一
番
高
い
レ
ベ
ル
が
N
1
で
、
N
1
に
合
格
す
る
た
め
に
は
、
漢
字
を
二
千

字
程
度
と
、
語
彙
を
一
万
語
程
度
を
習
得
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
N
2
は

N
1
よ
り
ハ
ー
ド
ル
が
低
い
で
す
が
、
そ
れ
で
も
N
2
に
合
格
す
る
た
め
に
は
、

漢
字
を
千
字
程
度
と
語
彙
六
千
語
程
度
を
習
得
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
日
本
語
教
育

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
日
本
語
学
習
者
の
人
数
は
、
二

○
一
二
年
に
約
三
万
二
千
人
に
の
ぼ
り
、
世
界
十
位

に
な
り
ま
し
た
が
、
N
1
と
N
2
に
合
格
す
る
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
の
日
本
語
学
習
者
は
非
常
に
少
な
い
の
が

現
状
で
す
。
現
地
の
先
生
に
、「
多
く
の
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
の
日
本
語
学
習
者
は
、
な
ぜ
、
日
本
語
能
力
試

験
N
1
、
N
2
ま
で
至
ら
な
い
の
で
す
か
」
と
聞
く

と
、「
漢
字
に
慣
れ
て
い
な
い
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
と
っ

て
漢
字
学
習
は
困
難
で
あ
る
か
ら
だ
」
と
い
う
意
見

が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
で
も
、
漢
字
自
体
の
難
し
さ

以
外
に
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
漢
字
学
習
・
習
得
過
程

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
日
本
語
教
育
機
関
に
お
い
て
は
、

漢
字
は
よ
く
平
仮
名
と
片
仮
名
の
修
業
後
す
ぐ
に
教
え
ら
れ
ま
す
。
大
学
と
日
本

語
学
校
で
は
、
漢
字
は
日
本
語
の
授
業
の
一
部
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
十
か
月
く
ら
い
の
集
中
日
本
語
コ
ー
ス
を
実
施
し
、
漢
字
を
独
立
し
た

課
目
と
し
て
扱
っ
て
い
る
機
関
も
あ
り
ま
す
。
集
中
日
本
語
コ
ー
ス
と
一
般
の
日

本
古
語
の
授
業
に
お
け
る
日
本
語
の
漢
字
教
育
の
主
な
違
い
は
、
漢
字
を
教
え
る

時
間
数
と
学
習
漢
字
の
数
で
す
。
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
教
科
書
に
は
、
ベ
ー
ス
漢

字
五
百
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
場
合
、
違
う
教
材
を
使
っ
て
も
、
授
業
の

内
容
も
、
漢
字
を
教
え
る
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
指
導
要
項
も
ほ
と
ん
ど
か
わ
り

ま
せ
ん
。

一
般
の
日
本
語
の
授
業
は
、
週
二
回
程
度
行
わ
れ
、
各
授
業
時
間
は
一
時
間

半
か
ら
二
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
漢
字
指
導
は
週
一
回
か
二
回
で

二
十
分
か
ら
三
十
分
程
度
行
わ
れ
、
学
習
漢

字
数
は
五
字
か
ら
十
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
集
中
日
本
語
コ
ー
ス
で
は
、
漢
字
の
指
導

は
週
一
回
か
二
回
で
、
授
業
の
時
間
が
二
時
間

か
ら
三
時
間
程
度
で
、
学
習
漢
字
数
は
約
二
十

字
か
ら
二
十
五
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
機
関
と

し
て
初
級
段
階
で
の
到
達
目
標
は
、
日
本
語
能

力
試
験
N
4
合
格
者
レ
ベ
ル
で
、
学
習
漢
字

数
は
五
百
字
で
す
。
中
級
段
階
の
到
達
目
標
は

M
2
合
格
レ
ベ
ル
で
、
学
習
漢
字
は
千
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。

図2　フィリピンはどんな国？

このような仕事に就くために日本語能力試験の
N1かN2合格が条件になっている！

しかし、N1とN2に合格するフィリピン人日本語
学習者が非常に少ない。
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フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
漢
字
教
育
の
問
題
点

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
漢
字
は
一
般
的
に
似
た
よ
う
な
方
法
で
教
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
図
3
は『B

A
SIC

 K
A

N
JI B

O
O

K

』
か
ら
と
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
を
見
な
が

ら
学
生
は
漢
字
を
勉
強
し
ま
す
。
ま
ず
、
教
師
は
教
え
よ
う
と
し
て
い
る
漢
字
を

学
習
者
に
見
せ
て
、
漢
字
の
意
味
を
英
語
か
フ
ィ
リ
ピ
ン
語
で
説
明
し
ま
す
。
そ

の
あ
と
、
漢
字
の
読
み
方
と
熟
語
を
学
習
者
に
読
ま
せ
ま
す
。
学
習
者
が
漢
字
の

意
味
と
読
み
方
が
わ
か
っ
た

ら
、
教
師
は
漢
字
の
書
き
順

を
見
せ
る
た
め
に
、
漢
字
を

黒
板
や
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に

書
き
、
升
の
あ
る
漢
字
シ
ー

ト
に
五
か
ら
十
回
く
ら
い
漢

字
を
書
い
て
も
ら
い
ま
す
。

そ
し
て
最
後
に
、
教
師
は
フ

ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
使
っ
て

熟
語
の
読
み
の
練
習
を
行

い
ま
す
。
漢
字
の
授
業
が

終
わ
っ
た
ら
、
教
師
は
練
習

シ
ー
ト
を
集
め
て
、
次
の
授

業
で
ク
イ
ズ
を
し
ま
す（
図

4
）。フ

ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
漢

字
教
育
の
問
題
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
問
題
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
日
本
語
学
習
者

は
、
漢
字
に
対
し
て

否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ

を
も
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る

日
本
語
教
師
が
少
な

く
な
い
こ
と
で
す
。

ま
た
、
一
般
的
な
日

本
語
の
授
業
は
文
法
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
教
師
は
先
に
文
法
を
説
明
し

て
、
余
っ
た
時
間
で
漢
字
を
教
え
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
学

習
者
の
漢
字
学
習
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
り
、
欠
席
が
多
く
な
っ
た

り
、
日
本
語
の
勉
強
を
や
め
た
り
す
る
学
習
者
も
い
ま
す
。
こ
の
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
、
漢
字
学
習
過
程
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
要
因
を
把
握
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

漢
字
学
習
過
程
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
要
因
に
は
、
学
習
者
要
因
と
、
学
習

環
境
要
因
、
そ
し
て
社
会
・
伝
統
・
文
化
的
要
因
が
あ
り
ま
す（
図
5
）。
こ
の
要

因
は
、
学
習
者
と
教
師
の
漢
字
学
習
に
対
す
る
ビ
リ
ー
フ
に
影
響
を
与
え
、
学
習

ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
使
用
、
教
授
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
使
用
と
学
習
成
果
を
左
右
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
か
ら
学
習
成
果
を
あ
げ
る
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
日
本
語
学
習
者
と
教

師
の
漢
字
学
習
に
対
す
る
ビ
リ
ー
フ
と
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
使
用
に
つ
い
て
み
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

図3　漢字の教え方

図4　漢字の教え方

①学習者に漢字を見せる

④漢字の書き順を教える（書写） Sample taken from Basic Kanji Book 500

②学習者に英語で漢字の意味を読ませる

③漢字の読み方と熟語を読ませる

学習者に漢字を見せる

漢字の意味を読ませる

漢字の読み方と熟語を読ませる

漢字の書き順を教える（書写）

フラッシュカードで読み練習をする

ク　イ　ズ
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漢
字
学
習
に
対
す
る
ビ
リ
ー
フ

漢
字
学
習
に
対
す
る
ビ
リ
ー
フ
と
い
う
の
は
、
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
学
習
方

法
や
、
そ
の
効
果
な
ど
に
つ
い
て
自
覚
的
ま
た
は
無
自
覚
的
に
思
っ
て
い
る
こ
と
、

感
じ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
信
じ
て
い
る
こ
と
す
べ
て
で
す
。
た
と
え
ば
、
私
が

日
本
語
を
勉
強
し
は
じ
め
た
と
き
、
漢
字
を

読
み
た
い
の
で
、
楽
し
い
。
い
い
成
績
を
と

る
に
は
、
漢
字
の
意
味
、
訓
読
み
、
音
読
み

を
同
時
に
覚
え
た
ほ
う
が
い
い
。
漢
字
を
覚

え
る
と
、
日
本
語
能
力
が
上
が
る
。
漢
字
を

覚
え
る
に
は
、
復
習
が
欠
か
せ
な
い
も
の
だ

な
ど
の
ビ
リ
ー
フ
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
私

は
こ
の
ビ
リ
ー
フ
を
七
つ
の
領
域
に
分
類
し

ま
し
た
。

①
私
の
国
は
日
本
と
文
化
的
、
政
治
的
、
経

済
的
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
た
め
、
漢
字

の
社
会
的
、
伝
統
的
、
文
化
的
な
価
値
に

対
す
る
ビ
リ
ー
フ

②
漢
字
の
読
み
書
き
は
難
し
く
て
、
日
本
語

学
習
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
漢
字

の
難
し
さ
に
対
す
る
ビ
リ
ー
フ

③
四
十
歳
以
上
の
大
人
に
と
っ
て
漢
字
学
習

は
難
し
い
、
中
国
語
学
習
経
験
の
あ
る
学

習
者
は
、
漢
字
は
得
意
だ
と
い
う
よ
う
な

適
正
に
関
す
る
ビ
リ
ー
フ

④
漢
字
の
読
み
書
き
が
で
き
る
と
よ
い
仕
事
に
就
け
る
よ
う
な
、
漢
字
の
有
効
性

に
対
す
る
ビ
リ
ー
フ

⑤
漢
字
を
勉
強
す
る
の
が
楽
し
い
と
い
う
よ
う
な
、
漢
字
の
よ
い
面
に
対
す
る
ビ

リ
ー
フ

⑥ 

漢
字
を
教
え
る
際
、
教
師
は
さ
ま
ざ
ま
な
教
授
法

を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
教

師
の
役
割
に
対
す
る
ビ
リ
ー
フ

⑦ 

漢
字
の
書
き
順
に
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
よ
う
な
漢
字
学
習
法
に
対
す
る
ビ
リ
ー
フ

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
日
本
語
学
習
者
と
教
師
の 

漢
字
学
習
に
対
す
る
ビ
リ
ー
フ

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
行
っ
た
二
○
○
七
年
と
二
○
一
四

年
の
調
査
か
ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
日
本
語
学
習
者
と

教
師
の
漢
字
学
習
に
対
す
る
ビ
リ
ー
フ
を
具
体
的
に

見
て
い
き
ま
し
ょ
う（
図
6
）。

漢
字
に
対
す
る
ビ
リ
ー
フ
と
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
使
用

を
知
る
た
め
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
日
本
語
学
習
者
、

主
に
大
学
生
と
社
会
人
と
、
彼
ら
の
教
師
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
な
お
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
学
校
制
度
は
日
本
と

異
な
っ
て
、
大
学
に
は
十
四
歳
か
ら
二
十
一
歳
く
ら

い
の
学
生
が
い
ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
日
本
語
学
習

図5　漢字学習過程に影響を及ぼしている要因

学習者要因
（ビリーフと学習スト
ラテジー使用を含む）

学習成果

学習成果を上げるには、フィリピン日本
語学習者と教師の漢字学習に対するビ
リーフとストラテジー使用について見
ていくことが必要だと思われる。

学習環境要因
（ 教材、リソース、教師のビリーフ、

学習ストラテジー使用と
教授ストラテジーを含む）

社会・伝統・
文化的要因

漢字学習･
習得過程

外の世界 学習者の中
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者
と
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
と
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
使
用
を
知
る
た
め
に
調
査
を
行
い
ま
し

た
が
、
変
化
を
調
べ
る
た
め
に
、
二
○
一
四
年
に
も
同
じ
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

二
○
○
七
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
対
象
者
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
日
本
語
学
習
者

九
機
関
二
百
九
名
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
日
本
語
教
師
十
五
機
関
二
十
五
名
で
す
。

そ
の
な
か
の
三
十
四
名
の
学
習
者
と
八
名
の
教
師
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

一
方
、
今
年
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
対
象
者
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
日
本
語
学

習
者
五
機
関
百
名
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
日
本
語
教
師
五
機
関
十
二
名
で
、
そ
の
な

か
で
三
名
の
学
習
者
と
三
名
の
教
師
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

二
○
○
七
年
の
調
査
結
果
か
ら
、
学
習
者
の
ビ
リ
ー
フ
は
全
体
的
に
肯
定
的
で

し
た
が
、
教
師
の
ほ
う
は
否
定
的
で
、
学
習
者
に
は
漢
字
学
習
に
お
け
る
適
正
が

な
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た（
図
7
）。
ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
日
本
語
学
習
者
は
、
漢
字
学
習
に
お
い
て
教
師
に
対
す
る
期
待
が
高
く
、
教

師
に
積
極
的
に
役
割
を
は
た
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

教
師
の
役
割
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
自
由
記
述
と
、
学
習
者
に
対
す
る

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
教
師
は
漢
字
の
勉
強
を
よ
り
お
も
し
ろ
く
、
わ
か
り
や
す

く
す
る
た
め
に
、
漢
字
学
習
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
教
え
る
べ
き
だ
、
学
習
者
に
動
機

を
与
え
る
た
め
に
教
師
は
宿
題
、
練
習
、
ク
イ
ズ
な
ど
を
与
え
る
べ
き
だ
と
い
う

意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
教
師
は
、
教
師
の
役
割
を
自
覚
し
て
い
ま
し
た
が
、
彼

ら
は
漢
字
学
習
法
を
教
師
の
役
割
よ
り
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

学
習
者
の
ビ
リ
ー
フ
の
な
か
で
、
漢
字
の
有
効
性
が
一
番
重
要
な
役
割
を
は
た
し

て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
比
べ
て
、
教
師
の
ビ
リ
ー
フ
の
な
か
で
漢
字
学
習
法
が

一
番
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

二
○
一
四
年
の
調
査
結
果
は
、
二
○
○
七
年
の
調
査
結
果
と
あ
ま
り
か
わ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
次
の
変
化
が
見
ら
れ
ま
し
た（
図
8
）。
ま
ず
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人

日
本
語
学
習
者
だ
け
で
な
く
、
教
師
も
漢
字
の
有
効
性
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
最
近
何
人
も
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
日
本
語
教
師
は
、
日
本
語
学
校

や
大
学
だ
け
で
な
く
ビ
ジ
ネ
ス
・
プ
ロ
セ
ス
・
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
会
社
な
ど
で

働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
彼
ら
も
前
よ
り
漢
字
の
有
効
性
を
認
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

次
に
、
若
く
て
日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
興
味
の
あ
る
教
師
が
増
え
て
い

ま
す
の
で
、
教
師
も
漢
字
と
漢
字
学
習
に
対
し
て
も
っ
と
肯
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を

も
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

最
後
に
、
教
師
の
ほ
う
は
適
正
に
関
す
る
ビ
リ
ー
フ
が
強
い
が
、
学
習
者
の
ほ

う
は「
努
力
す
れ
ば
誰
で
も
漢
字
が
覚
え
ら
れ
る
」
と
強
く
思
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
ビ
リ
ー
フ
に
つ
い
て
述
べ
て
き
ま
し
た
。
次
に
、
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
に

つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

漢
字
学
習
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー

簡
単
に
い
う
と
、
漢
字
学
習
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
は
漢
字
学
習
方
法
で
す
が
、
定
義

と
し
て
は
、
漢
字
学
習
に
よ
り
や
さ
し
く
、
よ
り
早
く
、
よ
り
楽
し
く
、
よ
り
自

主
的
に
、
よ
り
効
果
的
に
、
そ
し
て
新
し
い
状
況
に
す
ば
や
く
対
応
す
る
た
め
に

学
習
者
が
と
る
具
体
的
な
行
動
で
す
。

こ
の
漢
字
学
習
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
に
は
、
五
つ
の
領
域
が
あ
り
ま
す（
図
9
）。
最

初
は
、
新
し
く
習
っ
た
漢
字
を
で
き
る
だ
け
文
や
作
文
で
使
っ
て
み
る
、
漢
字
を

一
つ
の
字
で
は
な
く
熟
語
の
一
部
と
し
て
覚
え
る
、
文
脈
か
ら
知
ら
な
い
漢
字
の

意
味
を
あ
て
て
み
る
な
ど
の
文
脈
学
習
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
で
す
。
簡
単
に
い
う
と
、
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文
脈
学
習
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
は
、
言
葉
の
意
味
や
使
い
方
を
推
測
し
た
り
す
る
方
法

で
す
。

二
番
目
は
、
新
し
く
習
っ
た
漢
字
を
必
修
仮
名
と
漢
字
で
連
想
す
る
、
知
っ
て

い
る
漢
字
を
、
形
、
意
味
ま
た
は
音
で
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
、
漢
字
を
覚
え
る
た

め
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
つ
く
る
、
な
ど
の
連
想
学
習
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
で
す
。
連
想
学

習
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
と
い
う
の
は
、
漢
字
の
成
り
立
ち
の
よ
う
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
考

え
な
が
ら
学
ぶ
方
法
で
す
。

三
番
目
は
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
使
っ
て
似
て
い
る
漢
字
の
違
い
を
観
察
す

る
、
新
し
く
習
っ
た
漢
字
を
覚
え
る
た
め
に
、
そ
れ
を
繰
り
返
し
て
書
く
、
よ
く

知
ら
な
い
漢
字
に
振
り
仮
名
を
ふ
る
な
ど
の
認
知
学
習
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
で
す
。
認

知
学
習
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
と
い
う
の
は
、
他
の
漢
字
と
の
違
い
を
意
識
し
な
が
ら
学

ん
だ
り
、
繰
り
返
し
読
み
書
き
し
た
り
す
る
方
法
で
す
。

図6　学習者と教師の漢字学習に対するビリーフの調査

図7　学習者と教師の漢字学習に対するビリーフの比較（2007年）

図9　漢字学習ストラテジーと漢字教授ストラテジーの5つの領域

2007年の調査

2007年3月～ 7月
マニラ
①アンケート調査
対象者：
・フィリピン人日本語学習者
（9機関・209名）
（大学生と社会人）
・フィリピン人日本語教師
（15機関・25名）
②インタビュー
対象者：　
　フィリピン人日本語学習者（34名）
　フィリピン人日本語教師（8名）

2014年の調査

2014年7月20日～ 8月27日
マニラ
アンケート調査
① 対象者：
・フィリピン人日本語学習者
（5機関・100名）
（大学生と社会人）
・フィリピン人日本語教師
（5機関・12名）
②インタビュー
対象者：　
　フィリピン人日本語学習者（3名）
　フィリピン人日本語教師（3名）

学　習　者

①「教師の役割」への期待が高い
②「漢字の有効性」に特徴がある

教　師

★漢字学習に対して全体に肯定的
である ★漢字学習に対して否定的

①「教師の役割」を自覚している
②フィリピン人学習者には適性がない
③「漢字学習法」に特徴がある

漢字学習ストラテジー（5領域）

ストラテジー領域

①文脈学習ストラテジー
②連想学習ストラテジー
③認知学習ストラテジー
④メタ認知学習ストラテジー
⑤補償学習ストラテジー

漢字教授ストラテジー（5領域）

①文脈教授ストラテジー
②連想教授ストラテジー
③認知教授ストラテジー
④メタ認知教授ストラテジー
⑤ゲーム

図8　学習者と教師の漢字学習に対するビリーフ 
（2014年）

□ 教師も「漢字の有効性」を重視するようになった

□ 漢字学習に対して肯定的なイメージを持っている
教師が増えている

□ 教師の方は適性に関するビリーフが強いが、学習
者の方は、「努力すれば、誰でも漢字が覚えられる」
と強く思っている
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四
番
目
は
、
自
分
の
漢
字
学
習
に
つ
い
て
考
え
る
、
先
生
か
ら
習
っ
た
漢
字
学

習
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
利
用
す
る
な
ど
の
メ
タ
認
知
学
習
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
で
す
。
メ

タ
認
知
学
習
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
は
、
自
分
の
学
習
方
法
に
つ
い
て
振
り
返
り
、
今
後

の
学
習
方
法
に
つ
い
て
考
え
た
り
す
る
方
法
で
す
。

最
後
の
領
域
は
、
補
修
学
習
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
で
、
こ
れ
は
漢
字
の
意
味
、
読
み

方
な
ど
を
調
べ
る
方
法
を
さ
し
て
い
ま
す
。

漢
字
教
授
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー

簡
単
に
い
う
と
、
漢
字
教
授
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
は
漢
字
を
教
え
る
と
き
の
方
法
で
、

漢
字
を
よ
り
や
さ
し
く
、
よ
り
早
く
、
よ
り
楽
し
く
、
よ
り
効
果
的
に
教
え
ら

れ
る
た
め
に
教
師
が
と
る
行
動
や
工
夫
を
さ
し
て
い
ま
す
。
漢
字
教
授
ス
ト
ラ
テ

ジ
ー
も
五
つ
の
領
域
に
分
け
ま
し
た
。

①
漢
字
を
教
え
る
際
に
生
教
材
を
利
用
し
ま
す
。
既
習
漢
字
が
含
ま
れ
て
い
る
文

章
を
学
生
に
読
ま
せ
る
な
ど
の
文
脈
教
授
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー

② 

漢
字
を
教
え
る
際
に
、
新
し
く
習
っ
た
漢
字
を
、
仮
名
ま
た
は
必
修
漢
字
と
関

連
づ
け
ま
す
。
学
生
が
漢
字
を
覚
え
ら
れ
る
よ
う
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
つ
く
る
な

ど
の
連
想
教
授
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー

③
漢
字
ク
イ
ズ
や
テ
ス
ト
を
頻
繁
し
て
、
漢
字
を
覚
え
る
と
き
、
書
き
順
を
強
調

す
る
な
ど
の
認
知
教
授
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー

④
学
生
に
さ
ま
ざ
ま
な
漢
字
学
習
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
紹
介
し
て
、
漢
字
学
習
に
利

用
で
き
る
リ
ソ
ー
ス
を
紹
介
す
る
な
ど
の
メ
タ
認
知
教
授
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー

⑤
ゲ
ー
ム

学
習
者
の
漢
字
学
習
ス
ト
ラ

テ
ジ
ー

今
回
は
時
間
の
都
合
も
あ
る
た

め
、
学
習
者
の
漢
字
学
習
ス
ト
ラ
テ

ジ
ー
に
着
目
し
て
お
話
し
し
ま
す
。

二
○
○
○
年
の
調
査
で
学
習
者
と

教
師
の
漢
字
学
習
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
使

用
を
調
べ
て
比
較
し
た
結
果
、
次
の

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た（
図
10
）。
学

習
者
は
、
漢
字
の
形
を
覚
え
る
ス
ト

ラ
テ
ジ
ー
を
よ
り
利
用
し
て
い
ま
す

が
、
漢
字
の
音
ま
た
は
読
み
方
を

覚
え
る
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
は
あ
ま
り
使

用
し
ま
せ
ん
。
一
方
、
教
師
は
形
だ

け
で
な
く
、
音
を
覚
え
る
た
め
の
ス

ト
ラ
テ
ジ
ー
も
よ
く
使
用
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
初
級
レ
ベ
ル
の
学
習

者
と
中
・
上
級
レ
ベ
ル
の
学
習
者
の

ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
使
用
の
違
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

次
に
、
教
師
は
学
習
者
に
比
べ
る
と
、
辞
書
を
よ
く
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
学
習
者
と
教
師
の
あ
い
だ
で
、
漢
字
学
習
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
使
用

す
る
人
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問
項
目
以
外
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を

使
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
自
由
記
述
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
学
習
者 図10　学習者と教師の漢字学習ストラテジー使用の比較（2007年）

学　習　者

①漢字の形を覚えるストラテジーが
多く、漢字の音を覚えるストラテ
ジーが少ない

②辞書をあまり使わない
③学習ストラテジーを使う人はさま
ざまなストラテジーを使っている

★質問項目以外にもさまざまなスト
ラテジーを使っている

教　師

①漢字の形と音を覚えるストラテ
ジーも使っている

②辞書をよく使う
③学習ストラテジーを使う人はさま
ざまなストラテジーを使っている

★質問項目以外のストラテジーを
使っていない
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は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
な
ど
を
利
用
し
て
漢
字
を
勉
強
し
た
り
、

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
I

M
パ
ッ
ド
を
使
っ
て
漢
字
の
意
味
と
読
み
方
を

調
べ
た
り
、
テ
レ
ビ
番
組
や
映
画
の
字
幕
を
読
ん
で
、
ポ
ス
タ
ー
を
つ
く
っ
て
、

新
し
く
習
う
漢
字
を
見
え
る
と
こ
ろ
に
貼
る
。
他
の
人
に
漢
字
を
教
え
る
、
他
の

人
と
グ
ル
ー
プ
で
勉
強
す
る
。
カ
ラ
オ
ケ
で
歌
い
な
が
ら
漢
字
の
読
み
を
練
習
す

る
、
日
本
人
ま
た
は
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
知
ら
な
い
漢
字
の
読
み
方
、
書
き
方
を
聞

く
。
そ
し
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
た
め
に
漢
字
を
勉
強
し
な
が
ら
音
楽
を
聴
く
と

い
う
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た（
図
11
）。

二
○
一
四
年
の
学
習
者
と
教
師
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
漢
字
学
習
ス
ト
ラ
テ

ジ
ー
の
上
位
を
二
○
○
七
年
の
調
査
結
果
と
比
べ
る
と
、
同
じ
傾
向
が
見
ら
れ
ま

す（
図
12
）。
学
習
者
は
形
を
覚
え
る
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
よ
く
使
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
一
方
、
教
師
は
音
を
覚
え
る
た
め
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
よ
く
使
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
二
○
一
四
年
の
調
査
結
果
で
は
上
位
に
は
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
学
習

者
の
辞
書
使
用
頻
度
が
前
よ
り
高
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
二

○
○
七
年
に
比
べ
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
使
え
る
辞
書
や
翻
訳
サ
イ
ト
に

簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ス
マ
ホ
に
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
辞
書
や
漢
字
を
勉
強
す
る
た
め
の
ア
プ
リ
が
手
に
い
れ
や
す
く
な
っ
た
か
ら
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
記

述
の
と
こ
ろ
に
、
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
で
漢
字
の
勉
強
、
復

習
、
練
習
を
す
る
以
外
の
新
し
い
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
は
あ
ま

り
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

教
師
の
漢
字
教
授
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
と
学
習
者
の
漢
字
学

習
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
使
用
に
関
し
て
、
二
○
一
四
年
の
調
査

結
果
と
二
○
○
七
年
の
調
査
結
果
で
大
き
い
変
化
は
見
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
調
査
結
果
で
学
習
者
も
教
師

も
認
知
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
よ
く
使
っ
て
い
る
こ
と
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
教
師
は
漢
字
を
教
え
る
際
に
、

書
き
順
を
強
調
し
ま
す
。
一
方
、
学
習
者
は
新
し
い
漢
字

を
習
う
と
、
漢
字
の
書
き
順
を
暗
記
し
ま
す
。
ま
た
、
教

師
は
学
習
者
に
漢
字
を
繰
り
返
し
て
書
か
せ
ま
す
。
一

方
、
学
習
者
は
新
し
く
習
っ
た
漢
字
を
覚
え
る
た
め
に
漢

字
を
繰
り
返
し
書
き
ま
す
。
そ
し
て
、
教
師
は
漢
字
を
教

図11　漢字学習ストラテジー使用（上位）（2014年）

順位 学　習　者 教　師

1
新しく習った漢字の形を目
で覚える（認知）

漢字の訓読みと音読みを同
時に覚える（連想）

2
新しく習った漢字を繰り返
して書く（認知）

漢字を1つの字ではなく、
熟語の1部として覚える
（文脈）

3
新しく習った漢字を既習仮
名や漢字と関連付ける（連
想）

新しく習った漢字をできる
だけ文や作文で使ってみる
（文脈）

4
知っている漢字を意味でグ
ループに分ける（連想）

知っている漢字を形・意味・
音読みでグループに分ける
（連想）

5
似ている漢字の違いを観察
する（認知）

知らない漢字を見たら、そ
の漢字をすぐ辞書で調べる
（補償）

図12　学習者と教師の漢字学習ストラテジー使用の比較 
（2014年）

□ 学習者は「知らない漢字を見たら、その漢字をすぐ辞
書で調べる」という補償学習ストラテジーを前より使
うようになった。

□ 漢字辞書として使えるスマホのアプリと漢字の勉強・
復習･練習をするためのアプリがよく使われており、
これ以外の新しいストラテジーはアンケートの自由記
述のところに見られなかった。

⇒2014年の調査ではスマホを使って漢字を学ぶ人が増
えていることがわかった。
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え
る
際
、
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
漢
字
を
必
修
の
片
仮
名
か
平
仮
名
と
必
修
の

漢
字
に
関
連
づ
け
ま
す
。
学
習
者
の
新
し
く
習
っ
た
漢
字
を
覚
え
る
た
め
に
、
そ

れ
を
必
修
仮
名
と
必
修
漢
字
に
関
連
づ
け
る
習
慣
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

教
師
の
教
授
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
は
、
学
習
者
の
学
習
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
に
影
響
を
与

え
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
た
だ
し
、
教
師
の
教
授
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
使
用
は
、
教
師

の
役
割
に
一
貫
す
る
ビ
リ
ー
フ
と
相
関
関
係
が
あ
り
、
学
習
者
の
学
習
ス
ト
ラ
テ

ジ
ー
使
用
は
、
漢
字
の

有
効
性
、
上
意
面
、
学

習
法
に
関
す
る
ビ
リ
ー

フ
と
相
関
関
係
が
あ
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ト
ラ
テ

ジ
ー
使
用
に
異
な
る
様

相
が
働
い
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す（
図
13
）。

お
わ
り
に

こ
の
研
究
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
教
師
は
自

分
の
考
え
や
考
え
方
だ

け
に
固
執
せ
ず
、
も
っ

と
学
習
者
の
声
を
聞

き
、
学
習
者
の
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
柔
軟
な
姿
勢
が
必
要

で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
学
習
者
と
教
師
が
異
な
る
ビ
リ
ー
フ
を

も
っ
て
い
れ
ば
、
異
な
る
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
教
師

と
学
習
者
の
あ
い
だ
に
不
一
致
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
学
習
者
と
教
師

が
不
安
や
不
満
を
も
ち
失
敗
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
学
習
者
と
教
師
の
ビ
リ
ー

フ
と
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
使
用
を
調
べ
る
こ
と
は
た
い
せ
つ
で
、
よ
り
よ
い
授
業
を
計

画
す
る
の
に
役
立
つ
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
の
古
典
的
な
学
習

方
法
で
は
、
日
本
語
能
力
試
験

の
N
1
、
N
2
レ
ベ
ル
に
到

達
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
た

め
、
学
習
者
の
ニ
ー
ズ
や
ゴ
ー

ル
に
向
け
た
学
習
内
容
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
と

え
ば
、
学
習
者
の
就
職
先
で
ど

の
よ
う
な
日
本
語
が
必
要
か
を

知
っ
た
う
え
で
指
導
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
、
ニ
ー
ズ
調

査
も
あ
わ
せ
て
行
う
必
要
が
あ

る
で
し
ょ
う
。

以
上
で
私
の
報
告
を
終
わ
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
清
聴

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

図13　学習者の漢字学習ストラテジーと教師の漢字教授
ストラテジーの比較（2007年・2014年）

教師の教授ストラテジー

①「認知」教授ストラテジーをよく
使っている

  ・漢字を教える際、書き順を強調
する

  ・漢字を学生に繰り返して書かせる
  ・漢字を教える際、それを既習の仮
名や漢字と関連付ける

学習者の学習ストラテジー

②「情意面」「教師の役割」
に関するビリーフと相関がある

②「漢字の有効性」 「情意面」
「漢字学習法」 に関する
ビリーフと相関がある

①「認知」学習ストラテジーをよく
使っている

  ・新しく習った漢字の書き順を暗記
する

  ・新しく習った漢字を繰り返して書く
  ・新しく習った漢字を既習仮名や漢
字と関連付ける


